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本研究のテーマは、シンガポールの「多人種主義 (Multiracialism)」に対して、シンガポールに住む人々が日常

生活の中でどのように関わっているのか、明らかにすることである。シンガポールの「多人種主義」をテーマに選ん

だのは、多文化主義及びエスニシティに関する議論をさらに展開していく上でのポイントが含まれているからであ

る。

マイノリティのエスニシティを政府が公認し保護すべきだとする考えに基づいた多文化主義は、脚光を浴びた時期

がかってあった。しかし、１９９０年代以降、その否定的な側面が、主に欧米の研究者によって指摘されるようにな

った。エスニシティが固定される問題、多様性を認めるという大義名分の下、政府や国家の力が強まる問題である。

アメリカなどでは、実際に多文化主義政策を見直す動きがある。多文化主義は、現在曲がり角を迎えている。

しかし、こうした中で、今なお国を挙げて多文化主義を実行しているところがある。シンガポールの「多人種主義」で

ある。シンガポールの「多人種主義」とは、「華人」「マレー人」「インド人」「その他」という四「人種」がシンガポール

を構成するとし、住民全員を必ずどれか一つに分類するとともに、各「人種」を平等に扱うべきだとするイデオロギ

ーのことである。シンガポールでは、現在、「多人種主義」に基づいた積極的なエスニック政策が、幅広く行われて

いる。「多人種主義」とは、各「人種」を政府との関係の下で編成し固定化する試みである。エスニシティやエスニッ

ク文化に対する政府側からの積極的な働きかけという点で、多文化主義と共通の問題を抱えており、さらにそれを

明確にしている。シンガポールの「多人種主義」は、多文化主義の行きつく先の一つの姿と捉えることができる。

シンガポールの「多人種主義」に対しては、多文化主義に対するのと同様の批判を行うことができる。例えば、シン

ガポールの「華人」は、福建人、潮州人、広東人などから成るにも関わらず、「多人種主義」によって、「華人」に画

一化されてしまうという批判、すなわち、「多人種主義」によって各「人種」が固定されるという先に述べたような批

判である。しかし、この程度の批判を行うだけなら、多文化主義に関する議論を演繹すれば足りるのであって、わ

ざわざシンガポールに行って研究する必要はない。

申請者は、欧米中心の従来の多文化主義の議論から一旦離れて得、シンガポール「多人種主義」の現実の姿に

注目する。「多人種主義」を、シンガポール住民との関わりの中で検討し直すことによって、従来の多文化主義研

究とは違ったアジアからの視点で研究を進める。














